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事業実施報告書 
 

所在地 

団体名 

代表者名 

奈良県橿原市久米町 567-2信和ビル 1F南東号室 

一般社団法人奈良県介護福祉士会 

会長 西本 房乃 

事業名称 介護施設従事者に関する研修 

～生涯現役いきいき介護～ 

事業の概要 

 

 

職業倫理と介護者側の安全性から考える技術研修 

及び腰痛予防に対する研修などを行う 

（目的） 

中高年の介護未経験者にも介護職として活躍いただくことが期

待されている一方で、特に小規模事業所にあっては、十分な介

護技術指導がなされず、不安を抱えたまま介護に従事している

との声があることを踏まえた企画 

事業実施期間 令和 4年 11月 28日（月）・12月 4日（日） 

事業実施体制 

 

 

 

介護施設従事者研修検証委員会 

・委員長  西本 房乃 

・委員   森村 美和・中川 幸子・久保田 寛 

・事務局  森田 涼介 

事業対象者 介護施設従事者（ミドル、シニア層含む） 

  

事業実施スケジュール 

 

 

 

8月～ 介護施設従事者研修受講者募集 

8月 6日 介護施設従事者研修検証委員会① 

9月 3日 介護施設従事者研修検証委員会② 

10月 8日 介護施設従事者研修検証委員会③ 

10月～ 介護施設従事者研修受講者申込み締切、取りまとめ 

11月 6日 介護施設従事者研修検証委員会④ 

11月 12日 介護施設従事者研修検証委員会⑤ 

11月～ 介護施設従事者研修実施、アンケート 

12月  アンケート取りまとめ、報告 

事業の目標 実際の事業によって得られた効果 目標達成度 

①介護施設従事者研修受講

者が身体的に安心、安全に

介護業務に従事できる 

②中高年齢の介護施設従事

者に対する指導に関する知

見を得る 

・アンケート結果は極めて良好で、参加者のモチベ

ーションに好影響を与えることができたと考え

る。 

・介護施設従事者の身体的な不安が少し軽減し、今

後も介護職を継続する前向きな意欲につながっ

た 

・コロナ禍のため実技演習が行えなかったことも

あり、中高年齢層の介護従事者に対する指導に関

する知見を得るまでには至らなかった。 

 

50％ 
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・外部の専門家を招いたメンタルヘルス、睡眠セミ

ナーなど、介護福祉士会内部で実施することが困

難な講義も行うことができ、受講者のニーズに合

った研修が実施できた。 

今後の課題 

 

 

 

・事前アンケートでは、中高年の介護未経験者～入門者の参加

者の多くが、不安を抱えたまま介護業務に携わっている実態

が明らかにされ、介護技術に係る研修ニーズがあることは確

認された。 

・しかし、実際には参加者のほとんどがベテラン介護職であ

り、中高年の介護未経験者～入門者を主な対象者とする当該

研修ニーズの大きさについては疑問が残る結果となった。 

・一方で事前アンケートの結果を見ると、ベテラン介護職でさ

えも、業務上で多くの不安を抱えていることが分かり、不安

払拭系の研修やサポートの重要性を改めて認識する結果とな

った。 

・特に、コミュニケーション技術に関する研修や、介護従事者

自身の健康管理・労働安全衛生に関する研修の需要が高いこ

とが分かった。中高年齢層に対する研修を企画する際はこれ

らの点を踏まえて検討すると、より集客が見込めるのではな

いか。 

・対面研修をリモート研修に切り替える必要性がある 

（施設従事者は人材不足から、対面研修には参加できにくい） 

・募集方法を検討する必要がある 

（WAM NETを利用する等） 

 

備考 

 

 

 

 

 

 


